
 

平成 29（2017）年度 
  

東京大学大学院情報理工学系研究科 
 
 

創 造 情 報 学 専 攻 
 

 

入 試 案 内 書 
 

 
 
問い合わせ先 〔専攻事務室〕 

〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1 
東京大学工学系・情報理工学系等学務課 
専攻チーム（創造情報学専攻） 
電 話 03-5841-6889 

 

 
入試案内 Web ページ 

http://www.i.u-tokyo.ac.jp/の「訪問者別ご案内」の「受験・進学希望の方」→

「入学・進学案内」→「創造情報学専攻」とクリック 

 
注意 1： 本冊子以外に，情報理工学系研究科の各募集要項（修士課程，博士課程，博士

課程〔社会人特別選抜〕の 3 種類）のうち受験者に関係するもの，および情報理工学系研究

科 TOEFL 試験成績提出要項についても必ず目を通すこと．入学願書を提出する場合は

Web ページの印刷ではなく，紙文書として配布される冊子を使用すること． 
 
注意 2： 創造情報学専攻では，修士課程，博士課程の両方において夏入試，冬入試を実

施する．夏入試と冬入試とでは日程，試験科目，試験の実施方法が異なる． 
 
 



1 志願者へのメッセージ 
 
 情報理工学系研究科創造情報学専攻は比較的新しい本研究科の中でも一番新しい専攻です．創

造情報学専攻は，コンピュータ科学，数理情報学，システム情報学，電子情報学，知能機械情報学

の既存 5 専攻の分野を横断する専攻として，秋葉原クロスフィールドに 2005 年に誕生しました．教育

理念は，「横断的融合分野における創造を通じて，卓越したアイデアを実現する実践的創造力を磨く」

ことです．そのために，プロジェクトと高度人材育成を一体化するとともに，人材養成における産官学

の連携を推進しています．諸君が本専攻を巣立って情報分野において先導的な役割を果たすことを

期待しています． 

 
 このような理念を受け，創造的なIT人材育成を目的とする「情報理工実践工房」を実施しています．

我々が想定している創造的なIT人材とは，社会を先導する技術創造ができる技術創造人材と，ソフト

ウェア開発技術の体系的知識をもち，ソフトウェア開発全般を俯瞰して開発過程を設計することができ

る開発設計人材を掛け合わせたような先導的人材のことを意味します．  
 
 もちろん，同時に各研究室独自の独創的・創造的な研究を行っています．これらを主たる研究としな

がら上記情報理工実践工房に加わることも可能であり，そこで修士・博士課程修了に必要な単位の一

部を取得することができます．いまや IT の腕を磨くことは，すべての分野に共通の基礎体力を涵養す

ることにほかなりません． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2 修士課程 
2.1 試験日程および試験科目 
i）夏入試 
（1） 一般教育科目 
   数学，または，プログラミングを出願時に選択する． 

 
日時・場所 

（場所は当日，工学部 6 号館正面入口

に掲示する） 

試験科目 内 容 

平成 28 年 8 月 22 日（月） 
10：00～12：30 
工学部 6 号館（詳細は掲示を参照） 

数学 

情報理工学全般に必要な数学の基礎力を

問う．詳しくは，情報理工学系研究科修士

課程学生募集要項を参照すること． 

平成 28 年 8 月 22 日（月） 
10：00～12：30 
13：30～ 
（午後の終了時刻は受験者数による） 

工学部 6 号館（詳細は掲示を参照） 
プログラ

ミング 

午前は，各自がノート PC を持参し，与えられた

課題についてのプログラムを作成する．プログラ

ミング言語は各自の得意なものを使用してよい．

プログラミングは，午後の口頭試問を併用して，

問題の分析，設計，ドキュメント作成，プレゼン

テーションなどの能力も問う． 

午後は，各自のプログラムについて個別に10分
程度の簡単な口頭試問を行う． 

注意：(a) プログラミング試験に用いるノート PC にはプログラムの作成に必要な実行環境をイン

ストールしておくこと．使用するプログラミング言語の印刷マニュアルを 1 冊に限り持ち込ん

で試験中に参照することを許す．また，PC 内に保存されたライブラリ等の使用やソースプロ

グラム等の流用を認める．試験中のネットワーク接続は認めない．USB メモリが使えることを

確認しておくこと． なお，プログラミング試験に必要なノート PC を所持していない者には貸

与するので，1 週間以上前に表紙に示されている専攻事務室に申し出ること． 
    (b) ファイルを読む問題が出ることがある．その場合，ファイルの内容はすべて ASCII コード

であり，改行は carriage return (CR) と line feed (LF) の対で表現されている． 
(c) プログラミング試験の午後は個別の口頭試問である．試験で用いたノート PC を XGA
（1024×768 ピクセル）のプロジェクタに接続し，プログラムや実行画面を表示しながら質問に

答えてもらう．ノート PC にモニタ接続用端子 （ミニ Dsub-15pin 型） がない場合には，ノート

PC 用のモニタ接続ケーブル等を忘れないこと．口頭試問のおおよそのスケジュールは事前

に通知するが，実際の受験状況に応じたスケジュールは午前の試験終了時に伝える． 

 
 
 
 



（2） 外国語 

外国語は TOEFL の成績を利用し，筆記試験を行わない．募集要項の別紙：TOEFL 試験成績提出

要項を参照のこと．例年，TOEFL の成績証明の提出には非常に時間がかかるので，注意すること．や

むを得ぬ事情で TOEFL を受験できなかった場合は，指定した TOEFL-ITP の受験（平成 28 年 8 月

2 日（火））で代用することができる．これも，上記の TOEFL 試験成績提出要項を参照のこと． 

 
（3） 専門科目 
以下の 5 つの専門科目のうちの 1 つを出願時に選択する．他専攻の専門科目を受験する場合，試

験場所や内容については当該専攻の入試案内書を参照すること． 

 
日 時・場所 専門科目 内 容 

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
10：00～12：30 
工学部 6 号館 2 階 61 号講義室（予

定） 

創造情報学 

ソフトウェア・アルゴリズム，コンピュータ

ハードウェア，情報システムなどに関す

る問題が出題される．3 問解答する． 

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
10：00～12：30  
および 13：30～16：00 

コンピュータ 

科学 

コンピュータ科学専攻入試案内書を参

照すること． 

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
10：00～13：00 数理情報学 

数理情報学専攻入試案内書を参照す

ること． 

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
10：00～13：00 システム情報学 

システム情報学専攻入試案内書を参

照すること． 

平成 28 年 8 月 22 日（月） 
15：00～17：30 電子情報学 

電子情報学専攻入試案内書を参照す

ること． 

 

（4） 口述試験 
平成 28 年 8 月 24 日（水）13：30～（終了時刻は受験者数による），工学部 6 号館 2 階 61 号講義

室（予定）において行う．口述試験のおおよそのスケジュールは事前に伝えるが，受験状況に応じ

た実際のスケジュールは当日口述試験を行う部屋の前に掲示する．口述試験では，筆記試験の内容

や，現在の研究テーマ，大学院での研究テーマ，志望などについて口頭試問する．  

 
（5） 一般教育科目と専門科目の試験免除について 

夏入試では，情報システム創造や専門科目に関して顕著な実績を有する受験生は，筆記試験（一般

教育科目と専門科目の試験）の免除を希望することができる．その場合，次のページに示した書類を出願

書類と一緒に提出すること．試験免除に関する書式は創造情報学専攻の Web ページからダウンロードす

ることができる．これに記入して提出してもよい．  



一般教育科目・専

門科目試験免除

申請書 

略歴・申請理由を申請書書式に書くとともに，出願者の創造した情報システムや

専門科目に関する顕著な実績に関する説明を A4 版任意用紙 2 枚程度にまとめ

たものを必ず添付し，さらにその実績を客観的に証明できる賞状，記事，作品や

出版物等があればコピーを添付すること． 

推薦書 

2 名の評価者から出願者の顕著な実績に関する評価を記入したものをそれぞれ 1

通ずつ提出すること．評価者は，官公庁，企業及び団体等の所属機関の上司，指

導教員，その他本人の経験及び能力を熟知している者とする． 

成績証明書 学部（教養課程を含む）の成績証明書．（学内の受験生も提出すること） 

研究計画書 入学後の研究計画を，A4 版任意用紙 2 枚程度にまとめたもの． 

 
免除がなされるかどうかに関しては，7 月中に本人へ連絡する．免除が許可されなかった場合には，

一般教育科目と専門科目の試験を通常通り受験すること． 
 
 
 
 
ii) 冬入試 

（1） 一般教育科目 
夏入試と異なり，プログラミングのみとなる．  

 

日時・場所 
（場所は当日，工学部 6 号館正面入口

に掲示する） 

試験科目 内 容 

平成 29 年 2 月 9 日（木） 
9：30～12：00 
13：00～ 
（午後の終了時刻は受験者数による） 

工学部 6 号館（詳細は掲示を参照） 

プログラ

ミング 

夏入試 の説明を参照のこと． 
 

注意：夏入試の説明を参照のこと． 

  
（2） 外国語 

外国語は TOEFL の成績を利用し，筆記試験を行わない．募集要項の別紙：TOEFL 試験成績

提出要項を参照のこと．例年，TOEFL の成績証明の提出には非常に時間がかかるので，注意す

ること． なお，冬入試の外国語試験は TOEFL の成績のみが有効である．TOEFL-ITP の受験

による代用は認めないので，早めの受験をするように留意すること． 

 



（3） 専門科目 
  夏入試と異なり，他専攻の専門科目を受験することはできない． 
 

日 時・場所 専門科目 内 容 

平成 29 年 2 月 8 日（水） 
14：00～16：30 
工学部 6 号館 2 階 61 号講義室（予

定） 

創造情報学 

ソフトウェア・アルゴリズム，コンピュータ

ハードウェア，情報システムなどに関す

る問題が出題される．3 問解答する． 

 

（4） 口述試験 
平成 29 年 2 月 10 日（金）10：00～（開始時刻は予定，終了時刻は受験者数による），工学部 6 号

館 2 階 61 号講義室（予定）において行う．口述試験のおおよそのスケジュールは事前に伝えるが，

受験状況に応じた実際のスケジュールは当日口述試験を行う部屋の前に掲示する．口述試験では，

筆記試験の内容や，それまでの研究テーマ，大学院での研究テーマ志望などについて口頭試問

する．  

 
 
2.2 志望調査票の提出 

志望調査票（修士課程用 夏入試及び冬入試）は出願書類と一緒に提出すること．  

 

 



3 博士課程 / 博士課程〔社会人特別選抜〕 
 
3.1 試験日程 
i）夏入試 
 （1）1 次試験 
 

日時・場所 
（試験場を変更する場合は当日に工学部

6 号館正面入口に掲示する） 

試験科目 内 容 

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
10：00～12：30 
工学部 6 号館 2 階 61 号講義室（予

定） 

専門科目 

ソフトウェア・アルゴリズム，コンピュータ

ハードウェア，情報システムなどに関す

る問題が出題される．3 問解答する．  

平成 28 年 8 月 23 日（火） 
14：00～ 
（終了時刻は受験者数による） 
工学部 6 号館 2 階 61 号講義室（予

定） 
（口述試験のおおむねのスケジュールは

事前に知らせるが，受験状況に応じた実

際のスケジュールは当日 61号講義室前に

掲示する） 

口述試験 

修士論文またはそれに代わる研究内容

について発表し（概ね 15～20 分程度，

プロジェクタ使用可），その後に口頭試

問を行う．口頭試問の中で博士課程で

の研究計画についても試問するので準

備しておくこと． 

備考 : (a) 外国語は TOEFL の成績を利用し，筆記試験を行わない．募集要項の別紙：TOEFL 試験

成績提出要項を参照のこと．例年，TOEFL の成績証明の提出には非常に時間がかかるので，

注意すること．やむを得ぬ事情でTOEFLを受験できなかった場合は，指定したTOEFL-ITPの

受験（平成 28 年 8 月 2 日（火））で代用することができる．これも，上記の TOEFL 試験成績提

出要項を参照のこと． 
(b) 東京大学大学院情報理工学系研究科修士課程修了者または修了予定者につい

ては，TOEFL の成績の提出と専門科目の試験を免除する． 
 

（2）2 次試験 

原則として，夏入試の出願者で，現在創造情報学専攻に所属している修士課程の受験者のみ

平成 29（2017）年 1 月 19 日（木）から 1 月 20 日（金）までの期間に実施する．その他の受験

者の試験日程等については，冬入試に準じる．それぞれの期日・場所の詳細は追って

通知する．なお 9 月入学を希望する者および出願時に修士の学位を有する者に対して

は，口述試験の際にあわせて 2 次試験を実施する． 

 

ii）冬入試 
平成 29（2017）年 2 月 8 日（水）から 2 月 10 日（金）の期間に 1 次試験及び 2 次試験を実施し，



若干名を受け入れる．試験方法は夏入試に準じる．期日，場所の詳細は修士課程の冬入試の入

試日程の 1 日目と 3 日目に準じる． なお，冬入試の外国語試験は TOEFL の成績のみが有効

である．TOEFL-ITP の受験による代用は認めないので，早めの受験をするように留意する

こと． 

 
3.2 博士課程志願者の希望調査について 

博士課程を志願する者は，出願期間よりも前に志望する指導教員とよく連絡を取っておくこと．志

望調査票（博士課程用）は，出願書類と一緒に提出のこと．博士課程合格内定者に対しては，指

導教員をただちに内定する． 

 

3.3 博士課程〔社会人特別選抜〕の提出書類について 
博士課程〔社会人特別選抜〕学生募集要項 5．提出書類等の「業績等の概要」の様式は，在職

中の主な業績について項目ごとに簡潔な説明を付したものを A4 用紙 2 枚以下にまとめるものと

する． 



平成 29（2017）年度東京大学大学院情報理工学系研究科 

創造情報学専攻 
修士課程・博士課程入学試験受験者心得 

 
1. 試験日時 

この案内書に記載の「試験日程」を参照すること． 
 

2. 試験場 
東京大学本郷キャンパス（東京都文京区本郷 7-3-1） 
地図は Web キャンパス図 （http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/map01_01_j.html）  
情報理工学系研究科参照 

地下鉄：丸の内線・大江戸線「本郷三丁目」，千代田線「根津」，南北線「東大前」，三田線「春日」下車 
バ ス：「東大正門前」，「東大構内（スクールバス）」下車 

 
受験者は，試験開始 5 分前までに所定の試験室に入室すること． 定刻に遅れた場合は，各試験監督

者に申し出ること． 
 
3. 携行品 
（1） 受験票． 
（2） 黒色の鉛筆（又は黒色シャープペンシル），消しゴム，鉛筆削り，時計（計時機能だけのもの），

定規． 
注: 筆記試験中，電卓，携帯電話・ＰＨＳ，計算機能付時計等の使用は認めない． 

（3） 修士課程のプログラミングを受験する者はノート PC，高々1 冊のプログラミング言語マニュアル類． 
 
4. 試験時の留意事項 
（1） 試験開始後は，解答が終わった場合でも，試験を放棄する場合でも，退出を許されない． 
（2） 試験時間中の用便は，原則として許されない． 
（3） 試験時間中，受験票を常に机上に置くこと． 
（4） 試験時間中，携帯電話・PHS の電源は OFF にし，身につけないこと． 
（5） 試験問題の内容に関しては，質問できない． 
（6） 解答用紙ごとに受験番号，氏名を記入すること．解答は，それぞれの所定の用紙に記入すること．

不足の場合は，裏面に記入すること． 
（7） 解答用紙・問題冊子は，持ち帰ってはならない． 

以上 



一般教育科目・専門科目試験免除申請書 
（修士課程 夏入試のみ） 

 
 
受験者氏名： 
 
 
略歴： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
免除申請理由（これ以外に顕著な実績に関する説明を A4 版任意用紙 2 枚程度にまとめたものを提

出すること） 
 
 



一般教育科目・専門科目試験免除推薦書（A） 
 

受験者氏名  推薦者氏名  

推薦者と受験者との関係  

 
推薦理由 
 



一般教育科目・専門科目試験免除推薦書（B） 
 

受験者氏名  推薦者氏名  

推薦者と受験者との関係  

 
推薦理由 
 



【志望カード（修士課程用 夏入試）】 

東京大学大学院情報理工学系研究科創造情報学専攻 
課 程 別 修     士 

ふ り が な
受験者氏名  ※受験番号  

 
出 身 大 学 大学          部           科 

試験期間中 
の連絡場所 

住所： 

                  TEL： 

TEL(携帯等)： 

E-mail： 

志 望 教 員 
第 1 志望  

 第 2 志望  
 

第 3 志望  
 第 4 志望  

 
入学の意志 
（該当を○で

囲む） 
上記の教員以外でも可 上記の教員以外の場合は，入学を希望しない 

一般教育科目・専門科

目試験免除の希望 
有 受験する一般

教育科目 数学 プログラ

ミング 
平成 28 年 9 月入学の 

希望 有 

受験する 
専門科目 創造情報学 コンピュータ 

科学 
数理 
情報学 

システム 
情報学 

電子 
情報学 

 
志望分野と

研究の抱負

について 
（具体的に記入 

すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この用紙を願書と一緒に提出すること． 
 ※欄は記入しないこと． 
 一般教育科目・専門科目試験の免除を希望する者は，右の欄の有を○で囲み，追加で必要な書類

を願書と一緒に提出すること． 
 9 月入学を希望する者は，必ず専攻事務室に資格を確認の上，該当欄の有を○で囲むこと． 
 受験する一般教育科目・専門科目は，それぞれどれか一つを選び，科目名を○で囲むこと． 

切 

取 

線 



【志望カード（修士課程用 冬入試）】 
 

東京大学大学院情報理工学系研究科創造情報学専攻 
課 程 別 修     士 

ふ り が な
受験者氏名  ※受験番号  

 
出 身 大 学 大学          部           科 

試験期間中 
の連絡場所 

住所： 

                  TEL： 

TEL(携帯等)： 

E-mail： 

 
 

志 望 教 員 

第 1 志望  
 第 2 志望  

 

第 3 志望  
 第 4 志望  

 
入学の意志 
（該当を○で

囲む） 
上記の教員以外でも可 上記の教員以外の場合は，入学を希望しない 

 
志望分野と

研究の抱負

について 
（具体的に記入 

すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この用紙を願書と一緒に提出すること． 
 ※欄は記入しないこと．

切 

線 

取

 
 



【志望カード（博士課程用 夏入試・冬入試共通）】 

東京大学大学院情報理工学系研究科創造情報学専攻 
課 程 別 博     士 

ふ り が な
受験者氏名  ※受験番号  

出身大学及び

出身大学院 

大学          部           科 

大学大学院        研究科          専攻 

試験期間中 
の連絡場所 

住所： 

                  TEL： 

TEL(携帯等)： 

E-mail： 

志 望 教 員      

出願 
(該当を○で囲む) 夏   ・   冬 

 

社会人特別選抜 
 

社会人 

希望する入学時期 
(該当を○で囲む) 

平成 28 年 9 月    ・    平成 29 年 4 月 

 
志望分野と

研究の抱負

について 
（具体的に記入 

すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この用紙を願書と一緒に提出すること． 
 ※欄は記入しないこと． 
 9 月入学を希望するものは，必ず専攻事務室に資格を確認の上，該当欄を○で囲むこと． 
 社会人特別選抜の受験の場合には，社会人特別選抜欄の社会人を○で囲むこと． 

切 

線 

取 
 



 
東京大学大学院情報理工学系研究科 創造情報学専攻 

受け入れ可能教員一覧ならびに研究分野等紹介 （2016 年 4 月現在） 
 

｛ ｝内は研究分野 
 
〔専任教員〕  研究分野の詳細については次ページ以降を参照のこと． 
 教 授  平木 敬* 
   ｛超高速ネットワーク，超高速計算，戦略ソフトウェア｝ 
 教 授  石川正俊 
   ｛認識行動システム，ビジョンチップ｝ 
 教 授  稲葉雅幸 
   ｛知能ロボット，ヒューマノイド｝ 
    教 授  山西健司 
         ｛情報論的学習理論，データマイニング，異常検知｝ 

教 授  江崎 浩 
         ｛スマートインターネット，センサネット｝ 
    教 授  千葉 滋 
         ｛プログラミング言語，基盤ソフトウェア｝ 
    准教授  稲葉真理 
      ｛ソフトウェア創造，ネットワーク，計算幾何｝ 
    講 師  中山英樹 
         ｛マシンパーセプション，画像認識，統計的パターン認識｝ 
    講 師  蜂須賀恵也 
         ｛コンピューターグラフィックス，計算統計｝ 
〔学生受け入れ可能な兼担教員〕 
 教 授  五十嵐健夫 （コンピュータ科学専攻） 
   ｛ユーザインタフェース，グラフィクス｝ 
 教 授  松尾宇泰 （数理情報学専攻） 
         ｛数値計算ソフトウェア｝ 
        教 授    猿渡 洋 （システム情報学専攻） 

｛音声音響情報処理，統計的信号処理，機械学習｝ 
 教 授  坂井修一 （電子情報学専攻） 
   ｛コンピュータシステム，安全・安心情報処理，ディペンダブル 

コンピューティング｝ 
 教 授  原田達也 （知能機械情報学専攻） 
   ｛実世界知能情報システム｝ 
 教 授  本位田真一 （コンピュータ科学専攻） 
         ｛ソフトウェア工学｝ 
 
（*）平木教授は 2016 年度以降新規の学生を受け入れない． 
〔注〕ここに掲載されていない他専攻の教員についても，合格後の手続きにより，兼担教員として

創造情報学専攻に所属することがある． 



超高速ネットワーク・超高速計算システムの創造
と、戦略的ソフトウェアの創造を実施します。

１．超高速ネットワーク
 超高速ネットワーク、特に近年利用可能となった、
10Gbps またはそれを超えるデータ転送速度を持つイ
ンターネットを活用する情報システムの創造に取り組
んでいます。
 超高速ネットワークを活用するためには、単に高速
度のネットワークに接続するだけではなく、ディスク
間における高速性の実現、データを共有するソフトウ
ェアシステムの構築、ＴＣＰ通信の高速化など、多岐
にわたる高速化が必要です。私の研究室では、遠隔地
間でデータを共有する、データレゼボワールシステム
を構築し、そのためのハードウェア、ソフトウェアの
研究開発を実施しています。最近の成果として、遠距
離ＴＣＰ通信の高速化を実現し、世界最高速のＴＣＰ
データ通信を実現しました（Internet2 Land Speed 
Recordに認定されました）。今後は、100Gbpsのイン
ターネットを活用するシステムの創造を行う計画です。
参考；http://data-reservoir.adm.s.u-tokyo.ac.jp

２．超高速計算システム 
 
 次世代の超高速計算システムの実現を目指し、
東大理学系研究科天文学専攻の牧野研究室と共
同で GRAPE-DR プロジェクトを実施しています。  
GRAPE-DR では、プロセッサを簡略化し、１チップ
に多数実装することにより、2 ペタフロップスの計算
システムを 200万個のプロセッサを束ねることにより
実現する計画である。
 GRAPE-DR を科学技術研究者が実用の道具として
使うためには、チップだけではなく、コンパイラ、オ
ペレーティングシステム、ユーザインタフェース、最
適化ツール、グラフィックスシステムなどを総合的に
構築することが必要である。平木研究室では、
GRAPE-DR を題材に、基盤ソフトウェアからアプリ
ケーションソフトウェアまでの広いスペクトルにわた
る高速化に取り組む。
参考：http://grape-dr.adm.s.u-tokyo.ac.jp

また、超高速計算システムを実現するためのアーキテ
クチャ的基本要素、すなわち、プロセッサにおける分
岐予測、投機実行、キャッシュシステム、ネットワー
クプロセッサシステムなど、アーキテクチャ・ハード
ウェア要素による高速化技法の研究開発も並行して実
施しています。

３．戦略的ソフトウェアの創造
 戦略的ソフトウェアとは、新しい情報システムの
使い方を決定し、普及するための鍵となるソフトウ
ェアのことを意味します。 情報理工学系研究科で
は、平成 13年度から、「戦略ソフトウェア創造人材
養成コース」を開設してきました。ここでは、自由
な発想による、次世代情報システムのための戦略的
ソフトウェアの創造を実践します。特に、インター
ネットを基盤とする戦略的ソフトウェアの創造に
興味があります。上記２個のプロジェクトでは、目
的が明確で、それを実現するための研究開発を実施
しますが、ここでは、手段、方法論を支援すること
により、共同で戦略ソフトウェアの創造を実現しま
す。
参考：http://www.i.u-tokyo.ac.jp/ss/
http://www-hiraki.is.s.u-tokyo.ac.jp

教員名   平木 敬  教授(専任)  研究分野  超高速ネットワーク・超高速計算・戦略ソフトウェア

Internet Land Speed Record 用システム



 
 

 

 

1ms Auto Pan/Tilt 

超高速画像処理 

教員名  石川 正俊 教授(専任)  研究分野   認識行動システム，ビジョンチップ 

 

 

 

バッティングロボット 

 

画像の高速制御を実現：
ダイナミックイメージ 
コントロール 
 画像情報を用いて画像自体を制御

するためのシステムの開発並びにそ

の応用を目指している．①高速画像制

御技術、②ビジュアルフィードバッ

ク、③高速可変焦点レンズ、④マイク

ロビジュアルフィードバック、⑤高速

マイクロマニピュレーション、⑥メデ

ィア、バイオ等への応用． 

独創的な要素技術でシステムの限界を目指す 
システムの限界性能を求めて、要素技術のブレークスルーを実現するとともに、システム構築の独創性を強

く追求している．他の追従を許さない要素技術の性能の高さをベースに、新しい知能システムを設計・実現す

ることにより、システムの限界を追求している．アナリシスからシンセシスへと変わる今後の科学技術に即し、

独創性を重視した研究を目指している． 

キャッチング 

ロボット 

次世代の知能システムの実現を目指す 
半導体集積化技術や並列情報処理技術を利用して、知能システムを高度なレベルで実現することを目指して

いる．すなわち、人間の五感に相当する感覚機能、脳の情報処理に相当する階層的並列処理機能、運動系に相

当する動的マニピュレーションを工学的に実現し、それらを統合することで、人間を超える性能で知能システ

ム＝認識行動システムを実現することを目標としている。現在の主な研究テーマとして、以下の４つがある． 

超高速ロボットを実現：センサフュージョン 
センサフュージョンの目標は、複数の感覚情報や運動情報に対して階

層的並列分散処理に基づく統・融合を実現することにより、柔軟な認識

行動能力を持つ高速の知能ロボットシステムを実現することである．高

速ビジョンを用いて、目に見えない速度で動くロボットの実現を目指し

ている．①感覚運動統合システム、②高速ロボットアーム、③高速多指

ハンド、④動的マニピュレーション、⑤システムアーキテクチャ． 

ジャンケンロボット 

スローイング 

ロボット 

 

マイクロビジュアル 
フィードバック 
システム 

インターフェイスの革新： 

メタ・パーセプション 
 人間の感覚能力を超える情報を従来とは全く違

った形で提示し、その積極的な利用を目指してい

る．①新しい情報提示方法開発、②人間の感覚機能、

特に自己受容性の利用、③高速ヒューマンインター

フェイス、④異種モダリティ変換、⑤これらに関す

るメタ倫理． 

Khronos Projector 

布ハンドリング 

高速ブックスキャン 

超高速画像処理を実現：ビジョンアーキテクチャ 
 CMOSイメージャと汎用演算処理回路を直結したものを集積

することで、従来実現不可能であったビデオフレームレートをは

るかに越える高速リアルタイムビジョンを実現することができ

る．①ビジョンアーキテクチャの設計・開発、②再構成可能並列

処理アーキテクチャ、③超並列画像処理、④超高速画像処理の応

用（ヒューマンインターフェイス、ITS、セキュリティ、メディア等）． 

無拘束で高速な 
情報環境 



( )



指導教員 山西 健司 教授（専任） 研究分野 
情報論的学習理論，異常検知 
データマイニング，ビッグデータ 

 
1. 理論と応用の両輪が回るビッグデータ解析 
ビッグデータに埋もれた有益な知識を自動的

に発見したい。このような研究を基礎理論と実

践的応用の両輪で回しながら研究を行ってい

る。基礎理論の中心となるのは、本研究室発の

体系である情報論的学習理論である。また、実

践的応用はデータマイニングとよばれる分野

である。中でも異常検知をお家芸としている。 

 
 
2. 情報論的学習理論 
「学習」とは、大量のデータが与えられたとき

にそれを生成するメカニズムに関する知識を

獲得する営みである。これは生物にもともと備

わっている特質である。学習の本質を抽象化し、

コンピュータなどの人工物に適用させる試み

が機械学習である。情報論的学習理論とは、機

械学習を「情報源の圧縮」として捉えて学習の

アルゴリズムを設計し、解析する理論である。 
データを最も圧縮できるためのモデルこそ最

良のモデルであるとして学習を行う原理を

MDL(Minimum Description Length)原理と呼

ぶ。 情報論的学習理論はMDL原理に基づく学

習のパラダイムである。 

 

3．データマイニング 
現実世界とウェブ上に大量にあふれているビ

ッグデータを掘り起こし、有益な知識を発見す

るための実践的技術がデータマイニングであ

る。データに埋もれる有益な知識の一つに、デ

ータに潜む「異常」がある。異常の発見は、詐

欺のリスク、不正のリスク、侵入のリスク、故

障のリスクなど、様々なリスクの回避につなが

り、産業上のインパクトは極めて高い。そこで、

の情報論的学習理論に基づいて、異常検知（外

れ値検知、変化検知、異常行動検知、ネットワ

ーク構造変化検知）の研究を行っている。特に、

最近では、時系列データからの潜在的構造変化

（Latent Dynamicsと名付けている）に関する

新しい異常検知の研究を進めている。データの

表面からはわからない、潜在的なモデルの変化

や構造の崩れが、将来の重大イベント発生の予

測につながるものと考え、これを検知するので

ある。この方法論は、マーケティング、セキュ

リティ、ＳＮＳ、医療、教育等を含む広い範囲

に適用して効果を生んでいる。 

 
4．研究事例 
研究室で行っている事例を以下にあげる。 
・Twitterデータからの新話題出現検知 
・トランザクションからの購買パタン変化解析 
・プロモーション反響データからの広告効果測定 
・試験データからの学習者の習得スキルの変化解析 
・緑内障診断データからの緑内障患者の進行予測 
・ヘテロな交通データからのリスクマイニング 
・アクセスログからのMalware攻撃検知 
以上の研究は多くの企業や他研究機関と行っている。 
参考 http://ibis.t.u-tokyo.ac.jp/yamanishiken/ 



教員名 江崎 浩 教授（専任） 研究分野 スマートインターネット,センサネット 

Web ページ : http://www.hongo.wide.ad.jp/, http://hiroshi1.hongo.wide.ad.jp/hiroshi/  
研究室 : 本郷キャンパス 工学部 2 号館 

 

研究室の概要 : 
 江崎研究室は次世代インターネットのアー

キテクチャおよび基盤要素技術に関する研究

開発活動を行う研究室であり，次世代インター

ネット技術全般に関する研究開発活動を展開

している． 
 本研究室はWIDEプロジェクト（代表 東京大

学 江崎浩教授, http://www.wide.ad.jp/）と協

力しながら，総合的かつ実践的にインターネッ

ト技術に関する研究を行っている．WIDEプロ

ジェクトは産官学の協力による研究コンソー

シアムであり，現在東京大学や慶応大学などの

教育機関と約130社の企業から合計で900名程

度の研究者が活動に参加し，国内外の研究組織

や企業と協力しながら，次世代インターネット

の研究開発を推進するための実証実験ネット

ワークを“自ら”構築し運用している．このネッ

トワークには大学や企業の研究者が研究開発

した技術が展開され，多くの技術が製品化ある

いは事業化された．本研究室はWIDEプロジェ

クトの基幹研究室として活動しており，産業界

の共同研究などを通じて次世代インターネッ

トに関する研究開発活動を展開している．また，

フランスCNRS，米国Cornell大学，ISIなどの欧

米の研究機関および中国清華大学やタイの

Chulalongkorn大学，AITなどアジアの研究機

関との国際的な共同研究活動を推進しており，

学生による交流も積極的に展開している． 
 本研究室は研究活動を通じて，実ネットワー

クの設計・構築および運用を行うことができる

人材を育成し，さらに，次世代インターネット

の基盤となる基盤・要素技術に関する研究者を

育成する．研究室はWIDEプロジェクトバック

ボーンと超高速デジタル回線(10GbE，WDM)
を用いて直接接続され，DIX-IE，JGN2plus，
GLIF，APAN， Internet2（米国）あるいは 
CERNET (中国)などとの相互接続を行い，国際

的なインターネットシステムの運用にも深く

関与している． 
関連組織例 :  
[1] 東大グリーンICTプロジェクト, 

    http://www.gutp.jp/ 

[2] Live E! プロジェクト,  

    http://www.live-e.org/ 

[3] IPv6普及高度化推進協会, 

    http://www.v6pc.jp/ 

 
研究課題の例 :  
- 高速インターネットアーキテクチャ：ラベル

スイッチ，コンテンツ配信ネットワーク 
- 次世代インターネット基盤技術：ルーティン

グ，IPv6，モバイルインターネット，無線技

術，マルチキャスト，DNS，量子鍵配送 
- センサネットワーク，ファシリティネットワ

ークアーキテクチャ 
- オペレーティングシステム，仮想化技術，ク

ラウドコンピューティング 
- 次世代インターネットアプリケーション 
- インターネット計測・解析 
 

 
インターネットトラフィックの可視化 

 
最近の卒業生の進路 : 
 慶應義塾大学（講師），日興シティグループ

証券（アナリスト），三菱商事，通産省，司法

研修生，NTTドコモ，日本IBM，キヤノン，警

察庁，横河電機，NTTデータ，NTTコミュニケ

ーションズ，野村総研，総務省，KDDI，ソニ

ーエリクソン，三菱総研，日立中央研究所 
 
[注意] 研究室においては，UNIX（BSD系ある

いはLinux系）の利用を基本とする． 



教員名 千葉 滋 教授（専任） 研究分野 プログラミング⾔語、基盤ソフトウェア

【研究室について】

千葉研究室は、プログラミング⾔語や基盤的なソフトウェアを研究している研究室
です。創造情報学専攻や情報理⼯学系研究科には、ソフトウェアを研究している研
究室は他にもたくさんあります。他の研究室では新しい情報技術を実現する⼿段と
してソフトウェアを研究開発していますが、我々は、そういう⼈たちがソフトウェ
アを開発する際に、できるだけ苦労しないでソフトウェアを開発できるようにする
ため、プログラミング⾔語を中⼼にソフトウェアの開発にかかわる様々な技術を研
究しています。

プログラミング⾔語の研究というと、まったく新しい⾔語をゼロから作ることを思
い浮かべるかもしれません。そういう研究もありえますが、千葉研究室では、将来
登場する新しい⾔語、あるいは既存の⾔語の拡張版、に採⽤されるような様々な新
しい⾔語機構を研究開発しています。プログラミング⾔語は、⾊々な機能の集合体
なわけですが、個々の機能のことを「⾔語機構 (lan gu age construct )」と呼びます。
我々は新しい⾔語機構を開発し、それを既存⾔語に組み込んで有⽤性を実証する研
究をしています。またそのようなプログラミング⾔語で書いたプログラムを速く動
かすための技術も研究しています。近年ではマルチコア CPU や GPU、そして
スーパーコンピュータなどを⽤いた並列処理が⼀般化しています。並列処理をおこ
なうプログラムを簡潔にわかりやすく書けるようにする⼀⽅で、かつ⾼速に実⾏で
きるようにするのは容易ではありません。我々はそのような研究課題にも取り組ん
でいます。

各学⽣の具体的な研究トピックは⾊々ですが、ソフトウェアはどう設計すればよい
か、どのようなアーキテクチャがよいのか、そのようなソフトウェア⼯学的な視点
からプログラミング⾔語を中⼼に⾊々なテーマで研究を進めています。また⾃分の
研究テーマだけでなく関連するソフトウェア開発技術についても広く学んでもらっ
ています。

プログラミング⾔語の研究などというと地味な印象もありますが、ソフトウェアに
関わる技術の根幹であるともいえます。ソフトウェアを扱っている限り、どこへ
⾏っても必要な技術・知識なので、将来、どのような仕事につくにせよ、⾃分の
キャリアに⽣かしやすいと思います。Webサービスの企業でもメーカでも、⾼度
なソフトウェアを設計開発するためには、ソフトウェアの設計論や様々なプログラ
ミング⾔語に関する知識は必須です。研究室の卒業⽣は、研究者になったり技術者
になったり、⾊々です。卒業後に新しく取り組む仕事も⾊々で、研究室でのテーマ
と異なることがほとんどですが、研究室での活動が仕事をする上での⼟台になって
いる、役に⽴っている、と⾔ってもらえています。

【過去の研究テーマ】

千葉研究室に所属したらどんな研究
テーマに取り組むことになるか、それ
はそれぞれの学⽣さんの興味や希望を
勘案した上で決まるので、⼈それぞれ
です。また、どのようなソフトウェア
の研究が世の中から求められるかも、
その時々で変わっていきます。以下は
過去に取り組んできた研究テーマの⼀
例です。

・並列プログラミング

マルチコア CPU が普及し、GPU を利
⽤したプログラミングも⼀般的になり、
並列プログラミングは普通のものにな
りました。しかし実際に⾼速に動く並
列プログラムを書くのはとても困難で
す。Java のようなより現代的な⾔語
で書かれたプログラムも、マルチコ
ア・マシンやGPUマシン、あるいは
スーパーコンピュータ上で C や
Fortran で書かれたプログラムと同様
に⾼速に動くようにする研究をしてき
ました。単に⾼速に動くだけでなく、
ソフトウェア⼯学の⾒地から、モ
ジュール化されており保守や拡張がや
りやすいプログラムを書けるようにす
ることが研究の⽬的です。

・新しいプログラミング⾔語

現代のプログラミングにおいては、モ
ジュール化は⾮常に重要です。プログ
ラムを⼩さなブロックに分割すること
で、ブロック単位で不具合を交換した
り、拡張したりできます。オブジェク
ト指向やクロージャを使ったプログラ
ミング技術はその基本となる技術です。
我々はさらに進んだモジュール化技術
の研究開発をしてきました。とくにア
スペクト指向プログラミングについて
は世界の研究をリードしてきました。
具体的には、既存の Java や Ruby の
ような⾔語に、新しいモジュール化機
構を組み込んだ新⾔語を開発してきま
した。

新しいプログラミング⾔語を開発する
のはそれほど難しいことではありませ
ん。とくに既存の⾔語を改造するだけ
なら、必要な技術や道具は既にそろっ
ているので、⼀通りのことを学べば簡
単にできます。研究室では、ドメイン
専⽤⾔語 (DSL) の実⽤化のために、
これをさらに容易にする研究も進めて
います。Ruby や Scala は DSL を作り
やすい⾔語として有名ですが、それを
超える技術を研究開発しています。

・サーバ仮想化

ハードウェアを仮想化して⼀台のコン
ピュータの中で複数のコンピュータが
動いているように⾒せかける仮想化技
術は今では広く使われるようになりま
した。過去には仮想化されたコン
ピュータの上でサーバを安全に運⽤し
ていく上で必要なセキュリティ機能を
研究開発しました。

Core Software Group
 

also known as Prof. Chiba Shigeru Group

www.csg.ci.i.u-tokyo.ac.jp/

【学⽣の⽅へ】

ソフトウェア開発に興味のある学⽣さ
んを歓迎します。プログラミングが得
意な⼈もそれほど得意でない⼈も、能
⼒に合わせて研究テーマを選べると思
います。またプログラミングが好きな
⼈であれば、研究室での活動を通して
⾃然に必要な技術は⾝につくと思いま
す。そのような事柄の質問は随時メー
ル等で受け付けますし、⾒学も可能で
す。



教員名 稲葉　真理(専任) 研究分野 ネットワーク、計算幾何、ソフトウェア創造

!

「つなぐ・つながる、ひらく・ひろがる」  
  Data Reservoir プロジェクト !
「つなげば，世界がひろがる」 
のでネットワークは魅力的です。 

カナダ，米国，オランダの研究者との協力により 日本・ 
アメリカ・ヨーロッパを つなぐ、実際の全長 30,000kmを 
超える回線を使った遠距離通信の実証的研究。TCP シン 
グルストリームで　Internet2 Land Speed Record 世界記録 
を10回更新している。現在はバースト予測による通信効 
率化の研究を行っている。 
URL: http://data-reservoir.adm.s.u-tokyo.ac.jp 

稲葉真理研究室
現実世界で実際に使われる「物」を創り上げることをめざします。 

研究室プロジェクトとして「遠距離ネットワークの効率的利用」および 
「離散最適化問題を対象とするソルバ」に関する研究開発を行っています。 

!
「難しい問題」への挑戦  
  ソルバ開発プロジェクト !

 離散最適化問題、特に現実に存在する問題をターゲット
としたソルバの研究を行っている。SATソルバの高速化・
並列化、　多様性尺度を用いた進化アルゴリズムを用いた 
MAX SATソルバ、アミンベースニューラルネットとそのハ
ードウェア化など。 
博士課程の学生が開発した CIR Mini-SAT solver は　SAT 
competition 2011 において、MiniSAT hack部門で金メダル
を、UNSAT 総合部門で銀メダルを受賞した。 

研究室の基本姿勢は「自学自習」であり、学生からの自主的提案、 
特に「理論的裏付けのあるシステムに関する提案」を歓迎します。 



 教員名  中山 英樹 講師(専任)  研究分野   マシンパーセプション，パターン認識 

　人間は、視覚・聴覚・触覚などのさまざまな感覚情報を瞬間的に処理し、内容を認識理解すること
ができますが、その情報処理の仕組みはほとんど解明されていません。コンピュータの計算能力は
飛躍的に進歩している一方、このような認識能力では未だ人間には遠く及ばないのが現状です。
　中山研究室では、これを実現する技術の確立を目指し、コアとなる数理手法とアプリケーションの
両面から研究を進めています。この分野はまだまだ発展途上であり、未解決の課題が山積みになっ
ています。 しかしそれだけに研究対象として非常に魅力的であり、また多くのチャンスが眠っている
と感じます。 世界中で激しい研究開発競争が続いている分野ですが、意欲とアイデアに溢れた学生
さんの参加を心待ちにしています。

膨大かつ多様なマルチメディアデータを知的に処理し、 
世界を認知理解するコンピュータシステムを目指して

大規模マルチメディア認識・検索

　研究室で中心的に取り組んでいるのは、 画像・映像
・音楽等のさまざまなマルチメディアの認識・理解を
自動的に行うための数理的基礎理論の開発と実装で
す。 これには、各種メディアを扱うための素性（特徴量
）抽出や、大規模なデータを有効に利用するための機
械学習・パターン認識・データベース検索の手法開発
などが含まれます。 

オープンワールド知能システム

　機械学習ベースの知能システムは、教えられた範
囲の事柄に対しては高い認識性能を出せるようにな
った一方で、一歩外の世界に出て未知の事象に遭遇
すると全くお手上げなのが現状です。オープンな世
界で柔軟に対応し、自律的に知識獲得をしていくた
めに、知識転移・物体発見・ヒューマンインタフェー
スなどを重要な技術と考えて開発しています。実世
界・情報世界・人の間でループを回すことが重要で
あると考えています。 

Head Mount Display

extracts images of 
the user’ s view 

shows annotation and retrieval 
results to the user

Camera 

Tablet PC
recognizes what is the image
and stores them with labels
 

高速類似画像検索

ゴーグル型インタフェース

深層学習・表現学習

Top 5 Annotation 
Gordon_setter  
Australian_terrier  
Yorkshire_terrier
Irish_setter 
Newfoundland

超多クラス詳細画像識別

Convolutions using Fisher weight map

Layer 0
(Raw image)

Layer 1

Full connection
(Logistic regression)

OUTPUT

…

 

 

 

 

… …

…

Layer 2

Layer 3

Layer 4

Patch descriptor

Pooling

Pooling & rectification

深層学習（ディープラーニング）

　深層学習はさまざまな分野で注目を浴びています
が、本研究室ではこれをより使いやすいものにするた
めに、比較的少数の訓練サンプルから高速かつ安定
に構築するアプローチを検討しています。また、画像
のみならず自然言語等さまざまなモダリティと統合的
に扱うためのモデルも開発しています。

言語とビジョン

　自然言語処理と画像認識の学際的な新分野を開
拓し、物事の深い認知理解・推論をできる人工知能
の実現に挑戦しています。これまでは画像認識の性
能向上に自然言語処理の知見を活用することが一
般的でしたが、私たちは逆に画像やマルチメディア
の意味表現の普遍性に着目し、これを言語処理をは
じめとする他のデータ解析・知能システムへ積極的
に活用していけると考えています。

共通物体発見・抽出 画像媒介異言後文書検索・翻訳



当研究室では、コンピュータグラフィックスの
理論と実践の両面を研究しています。 

コンピュータグラフィックスは、ゲーム、映画、工業デザインな
どに広く使われており、我々の日常に欠かせない技術の一つです。
また、物理、数学、計算機科学、認知科学、芸術など、幅広い知
識の深い融合が必要な、知的に挑戦しがいのある面白い研究分野
でもあります。背後に高度な技術あったとしても、研究成果がわ
かりやすい（より写実的なCGなど）のが特徴です。 

www.ci.i.u-tokyo.ac.jp/~hachisuka/

Computer Graphics Lab 
rendering, geometry, animation, measurement, 
parallel computation, simulation, fabrication

研究室のポリシー 

‣ 自分も含めた、皆が面白いと
思えるテーマで研究する。 

‣ 日常的な進め方は自主性に任
せ、細かい指導はしない。 

‣ 指導教員は学生に研究を「さ
せる」のではなく、学生の研
究の「サポート」に徹する。 

‣ 論文による発表を重視する。 

‣ 英語でのプレゼン能力を磨く。

教員名 蜂須賀　恵也　講師（専任） 研究分野 コンピュータグラフィックス、計算統計

http://www.ci.i.u-tokyo.ac.jp/~hachisuka/
http://www.ci.i.u-tokyo.ac.jp/~hachisuka/


学生受け入れ可能な兼担教員の紹介 
 

教員名 五 十嵐 健

夫 研究分野 ユーザインタフェース， 
グラフィクス 

 
計算機を使いやすくするためのユーザインタフェースの研究を行っている．主に 
以下のようなテーマで研究を行っている． 
(1) インタラクティブコンピュータグラフィクス: 簡単に３次元モデルやアニメー

ションなどを作成できるようにする技術の研究開発を行っている． 
(2) 情報家電やロボットなどのためのユーザインタフェース: マルチタッチやジェ

スチャーなどを利用した操作方法，ロボットに作業手順を教えたりするためのプロ

グラミング手法などについて研究を行っている． 
3) ３次元形状処理技術: CT や MRI などを対象とした３次元医用画像処理，３次元 
形状スキャンデータの処理，３次元プリントのための形状処理，仮想現実感を利用

した作業支援，などに関する研究を行っている． 
 

 
 

教員名 松尾宇泰 研究分野 数値計算ソフトウェア 

 

数理情報学専攻の松尾研究室では，以下のような様々な数値計算アルゴリズムの

設計と解析を行っています．(1) 微分方程式の数値解法とその理論解析：差分

法，有限要素法，構造保存型数値解法，変数変換による高精度解法．(2) その他

の数値計算アルゴリズム：線形計算，関数近似，積分方程式など．(3) 物理系の

シミュレーション： ハミルトン系，非線形波動（ソリトン，特異性を持つ波），

超伝導現象など． 

創造情報学専攻では，数値計算アルゴリズムをもとに数値計算ソフトウェアを 

開発することを目指します． 
 

 
 

教員名 猿渡 洋 研究分野 音声音響情報処理，統計的信号処理， 

機械学習 

 

システム情報学専攻の猿渡研究室（http://www.sp.ipc.i.u-tokyo.ac.jp/）で

は，主に音メディアに関する現象の理解・情報処理・制御を目指し，波動場を意

識した新たな信号処理の創出及びそれを応用した情報処理システムの構築に関し

て研究を行います．具体的には，対象波動がその生成源や伝搬環境による物理的

制約や統計的性質を有することに着目し，それらを効率的に取り扱うことの出来

る新しい統計数理モデルと機械学習理論の構築を通じて，人間の音情報処理能力

の拡張や新しい芸術創出への工学的貢献を目指します． 

 

 
 
 



教員名 坂井修一 研究分野 コンピュータシステム，安全・安心情報処理, 
ディペンダブルコンピューティング 

 

本研究室は新しい情報処理システムについて，幅広く奥の深い研究活動を行って 

います．現在の研究テーマは，将来の超高集積 VLSIに適したコンピュータアーキ 

テクチャ，超並列超分散処理，省電力情報処理，安全・安心情報処理，ディペン 

ダブル情報処理，情報システム応用などです． 

 コンピュータを中心とする情報処理システムの高速化・軽量化を極限まで究 

め，省電力化・グリーン化を進め，安全性や信頼性を飛躍的に高めることで，10 

年後，20年後の快適かつ安全・安心な情報化社会を築くことが，私たちの研究の 

目標であり，この目標に向かってさまざまなアプローチがとられています．特に 

マイクロプロセッサのアーキテクチャの高度化，最適化コンパイラ，メニコア・ 

プロセッサ，セキュアコンピューティング，超ディペンダブルプロセッサ，コン 

ピュータのメディア処理への応用などが具体的なテーマであり，これらのすべて 

の分野で世界トップクラスの研究成果を出し続けています．成果は，欧文誌・論 

文誌や国際会議での発表の他，知財化や産業界への展開，オープンソースでのソ 

フトウェア公開など，さまざまな形で社会に出て行きます． 
 

 
 

教員名 原田達也 研究分野 実世界知能情報システム 

 
実世界とサーバーワールドを視覚・聴覚や言葉を用いてシームレスに接続する技術

は，人と言葉を通じてインタラクションを行うロボットの実現のみならず，日々増

え続ける膨大な web 上のマルチメディアデータ検索にも利用可能であり，今後ま

すます重要性を増してくると考えられる．本研究室では，画像と言葉の間の概念を

効率よく学習することで，大規模な web 上の情報を活用した高速かつ高精度の画

像認識・検索手法の開発や，この手法を実世界へ適応し，身につけるだけで見たも

のを瞬時に認識し，自らの視覚記憶を言葉で検索可能なウェアラブルゴーグル型デ

バイスの開発，実世界から自律的に面白そうなものを発見し記事を執筆するロボッ

トシステムの開発などを行っている．見ているだけで楽しくなる知能情報システム

の実現のみならず，物事の本質を追求する意欲のある学生を歓迎する． 
 

 
 

教員名 本位田真一 研究分野 ソフトウェア工学 

 
コンピュータ科学専攻の本位田研究室では，次世代のネットワークインフラにおけ

る新しいソフトウェア技術の研究を行っています．そして，そのような目標を実現

する手法としてエージェント技術に注目して様々な観点からの研究を進めていま

す．一方，創造情報学専攻では，ソフトウェア工学を研究対象とします．「サイエ

ンスによる知的ものづくり」を標榜し，ソフトウェア科学をベースとした高信頼・

高安全・高柔軟なソフトウェアの構築手法，構成法など，最先端のソフトウェア工

学の研究を行います． 
http://honiden-lab.ex.nii.ac.jp/  
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